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あらまし：私たちはコミュニケーションをとりたいという欲求を本来的に抱えている．一方，ヒトとの関

わりに苦手意識を有する人々がその機会を主体的に持つことは難しい．本研究では，その機会としてヒッ

チハイクに着目した．ドライバーが他人に興味があるため会話が活発になりやすく，多様な価値観との触

れ合いが期待できると考える．そこで，ヒッチハイクを手段としてコミュニケーション機会を創出し，そ

れへの意識変容を促すシステムを提案する． 
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1. はじめに 
あなたはお隣さんに洗剤を借りようとするだろう

か．つい一世代前の昭和の時代までは地域社会との

つながりが特にコストをかけずとも自然に維持され

ていたにもかかわらず，現代の技術革新がもたらす

利便性の進展は，地域社会との繋がりをあたかも必

要不可欠なものではないとするかのごとく認識を普

及させて，さらに悪いことに，それを前提とするか

のような社会基盤の変調をもたらしてしまっている

ように見て取れる(1)． 
かつて人間は危機回避のために群居本能でコミュ

ニケーションを必要としていた．群居性を示す動物

は，群れのメンバー間で洗練されたコミュニケーシ

ョン手段を発達させ，協力的な行動や群れの統制を

図ることで，個々の生存確率を高めている(2)．また，

「私たち人間は，コミュニケーションしたいという

強い欲求を本能的に有している．一人きりになるの

は寂しいし，怖い」とあり(3)，心のどこかでコミュニ

ケーションを欲していることが伺える． 
このように根底にはコミュニケーションへの本能

的欲求がある一方で，社会での人との関わりが希薄

となることに起因して，そうした関わり，あるいは

関わることそのものを苦手とする人も一定数確認で

き，彼らがコミュニケーションに主体的に取り組む

ことを容易としない社会変革が進んでいる． 
そこで本研究では，技術革新がもたらしたコミュ

ニケーションへのハードルを，それにより低減する

会話場を提供することを考える．このような契機と

して，「ヒッチハイク」を通じた未知の人との交流に

着目する．本研究では，ヒッチハイクの困難性を低

減することでコミュニケーション機会の創出を促し，

そこで人生を豊かにするようなコミュニケ―ション
支援を目掛けたシステムを提案する． 
 

2. アプローチ 
2.1 サービス提供を機会としたコミュニケーション 
自らが発した話題が相手に受け入れられず，コミ

ュニケーションが失敗してしまうことへの恐れは，

主体的にヒトと関わろうとする心理的抵抗へと繋が

る．これが未知の他者との会話ともなれば，更にこ

のハードルが高まると考えられる．一方で，タクシ

ー等のサービスを機会とした会話では，サービス提

供者からの話題提供により，このような心理的抵抗

が軽減されたコミュニケーションをとることができ

る．しかし，サービス受容者に配慮された接待的な

会話がなされることが多く，結果として形式的な応

対が続いてしまい，どこか不自然な会話となったり，

会話が続かなくなってしまうことも少なくない． 
2.2 ヒッチハイクを機会としたコミュニケーション 
本研究では，サービス提供機会での会話とは異な

る性質を備える「ヒッチハイク」に着目する．ハイ

カーを拾い上げるドライバーは，警戒心よりも好奇

心が強く，未知の他者とのコミュニケーションを好

む傾向があると考えられる．したがって，ドライバ

ーからの積極的で自然な話題提供により，多様な価

値観や考え方に触れ，好奇心を掻き立てられる会話

場の成立が期待できる．そこで本研究では，ヒッチ

ハイクを通じた会話機会を創出することを考える． 
一方で，ヒッチハイクの実践に至るには，大きな

心理的ハードルが存在する．特に経験の少ない初心

者ハイカーにおいては，未知なる他者（ドライバー）

がいつ来るかも不透明であり，大衆に好奇の目で見

られ羞恥心が生じることも少なくないと考えられる

（困難性①）．また，ドライバーからの主体的なコミ

ュニケーション創発が期待されるとはいえ，必ずし

も話題の興味が合致した会話が成立するとは限らな

い（困難性②）． 
そこで本研究では，ヒッチハイク行為に伴うドラ
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イバー待機時の不安を低減するために，ハイカーと

ドライバーのマッチングを支援するシステムを通し

て，ヒッチハイクへの動機づけを与える（困難性①

の軽減）．また，このマッチングを予め共有された話

題や趣味情報に基づくことで，興味が合致する話題

が創発される確度を高めることを狙う（困難性②の

軽減）． 
 
3. コミュニケーション機会創出支援システム 

2 章のアプローチを具体化し，ヒッチハイクによ

るコミュニケーション機会の創出を目的とした利用

を前提とするシステムを開発する．システムは iOS
アプリケーションとして動作し，携帯端末を通して

気軽に利用することができる．  
システム利用の全体像を図 1 に示す．本システム

では，ユーザをドライバーとハイカーの 2 タイプに
分け，それぞれ異なるインタフェースを提供してい

る．以下，システムが各ユーザに提供するために実

装を進めている支援機能を述べる． 
3.1  ハイカー支援機能 
ヒッチハイク前に，名前と趣味，期待する話題情

報とともに，目的地までの所要時間（コミュニケー

ションをとりたい時間）を入力する（図 1(a)）． 
システムでは，端末の GPS情報からハイカーの現

在地を取得し，その地点から入力された所要時間で

移動可能な限界到達地点を計算する．その範囲が目

的地までの道のりに含まれるドライバーを，趣味と

話題情報と共に表示する（図 1(b)）．これらのドライ
バー情報は，ハイカーが予め話題展開を想定したり，

内容を調べたりすることに寄与すると考えている．

ここでは，タクシーなど移動そのものが主目的とな

る便利ツールとしての利用を抑制するため，移動時

間 30 分以内というような行き先情報はあえて入力

できないようにしている． 
 

3.2  ドライバー支援機能 
ドライバーは，運転開始前に，行き先，趣味，話

題を入力する（図 1(c)）．本システムが提供する地図
上にピンとして表示されるハイカーの位置を確認し，

必要に応じてタップすることで，そのハイカー側の

名前，趣味，話題を把握できるようにすることを考

えている（図 1(d)）．これにより，ヒッチハイクにお
けるマッチングの円滑化を狙いとしている． 
これらの機能により，ハイカーの話題への準備性

を高めながら，ドライバーとのマッチングを補助し，

不安を軽減したコミュニケーション機会を創出でき

ることを狙いとしている． 
 
4. まとめと今後の課題 
不安感を低減したヒッチハイクの実現によるコミ

ュニケーション機会創出支援システムを提案した．

本システムの副次的な効果として，ヒッチハイクそ

のものへの社会的な理解が進み，新たなコミュニケ

ーションの場としてのヒッチハイク文化が根付くこ

とにも寄与すると考えている． 
今後の課題として，本システムの実装を進めると

共に，長期的な試行実験により使用者のコミュニケ

ーションへの意識変容の有無を調査していきたい． 
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図１：コミュニケーション創出支援システムの全体像 
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